
1. 目 的 日頃の練習成果を競い、より高度なフットサル技術のレベル向上を目指す。
またフットサルを通じて青少年の健全な心身の発育・育成を図る。

2. 名 称 第33回全日本U-12フットサル選手権大会 釧路地区予選

3. 主 催 釧路地区サッカー協会　釧路フットサル連盟

4. 主 管 釧路地区サッカー協会４種委員会

5. 後 援 釧路市教育委員会

6. 期 日 令和5年 2月11日(土)、12日(日)

7. 会 場 ウインドヒルくしろスーパーアリーナ

8. 参 加 資 格 ① 2022（令和4）年度(公財)日本サッカー協会第4種・女子に加盟登録したチーム及び選手。
② 1登録チームから複数のチームで参加できる。
③ 4種委員長が認めた場合に限り、合同チームで参加することができる。ただし合同チーム
    は複数エントリーできない。
④ 1チームのエントリーは20名以内とし、5年生以下の構成とする。
⑤ 本大会参加選手はスポーツ安全協会傷害保険もしくはこれに準ずる傷害保険に加入してい
　 ること。
⑥ 帯同審判を2名以上帯同できるチーム。
　 (うち1名はフットサル3級以上または4級強化指定の審判。）

9. 競 技 方 法 ① トーナメント方式とする。
② トーナメントの試合時間は16分（8分ハーフ・ハーフタイム3分）のプレーイングタイム、
　 2日目の交流リーグは20分（10分ハーフ・ハーフタイム3分）のランニングタイムとする。
③ タイムアウトは準決勝・決勝戦のみ適用する。
④ トーナメントで勝敗が決しない場合はPK方式にて次回進出チームを決する。
    決勝トーナメントの準決勝･決勝戦のみ6分（3分ハーフ）のプレーイングタイムでの延長
    戦を行い、それでも決しない場合はPK方式で決する。延長戦に入る前のインターバルは
　 5分間とする。
⑤ 3位決定戦は行わない。

10. 競 技 規 則 ① 競技規則は本年度(公財)日本サッカー協会制定の『フットサル競技規則』による。
② 試合ごとのチーム構成は役員4名、選手15名以内とする。
 　複数エントリーのチームの役員は、複数のチームを兼任できない。
③ 参加チームは試合開始前にメンバー表を提出する。
    第1試合に提出したメンバーが本大会のエントリー選手となる。
④ 本大会において退場させられた者は次の1試合に出場できない。
　 そのチームの最終試合の場合は、次のエントリー大会に持ち越す。
    1試合停止以降の処置については、本大会の規律委員会（4種委員会事務局）で決定する。
⑤ 本大会期間中、警告を2回受けた者は次の1試合に出場できない。
⑥ ベンチが判定に対して異議を唱えたり、選手に対して罵声などネガティブなコーチング
    などにより役員が退場処分を受けた場合は、次の1試合にベンチ入りすることはできず、
　 それ以降の処置については本大会の規律委員会で決定する。
⑦ 試合球はフットサル3号球(公認球)とし、事務局で用意する。
⑧ 競技者のシューズは靴底の接地面が飴色、白色もしくは無色透明のフットサル用シュー
　 ズとする。
⑨ レガースの着用を義務付ける。装飾品は全て取り外すこと。
⑩ ユニフォームは正・副2着以上用意する。ユニフォームには背番号をつける。
⑪ 新型コロナ感染防止対策により、選手交代の際のビブスの受け渡しは行わない。
⑫ GKが負傷等によりFPと交代する時は、サブユニを着用する。相手ユニと区別がつきにく
　 い場合は、ビブスの着用を認める。
⑬ ピッチサイズは32m×16ｍとする。センターサークル半径2.5m、ペナルティエリア4/1
　 円の半径5ｍ、ペナルティーマークは5mとする。

11. ユニフォーム ① （公財）日本サッカー協会のユニフォーム規定に基づいたユニフォームを使用しなけれ
　 ばならない。ただし、②以下については一部本大会の緩和規定として採用する。
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② 本大会に登録した正・副2組のユニフォーム（シャツ・ショーツ及びソックス）を試合会
　 場に持参し、いずれかを着用しなければならない。（正・副の2色については、明確に異
　 なる色とする。ただし、ゴールキーパーのショーツ、ソックスはフィールドプレイヤー
　 と原則として別色が望ましいが、同系色でも良いこととする。なお、大会主催者が認め
　 た場合に限り、デザインやロゴが異なっていても同系色のユニフォームであれば着用を
 　可能とする。
③ ユニフォームの組み合わせについては、その都度審判部より連絡を行う。
④ ソックスにテープまたはその他の材質のものを貼り付ける、または外部に着用する場合、
　 ソックスと同色でなくても良い。
⑤ アンダーシャツの色は問わないが、シャツの袖と違う色を着用する場合は、原則として
　 チーム内で同色のものを着用する。
⑥ アンダーショーツ・タイツの色は問わないが、ショーツと違う色を着用する場合は、原
　 則としてチーム内で同色のものを着用する。
⑦ 選手番号については、参加選手ごとに大会に登録されたものを着用する。
⑧ ベンチ選手が着用するビブスは、ピッチ内の選手と識別できればチーム内で同色のもの
　 でなくても着用を認める。

11. 道 東 大 会 本大会優勝、準優勝のチームは、令和5年3月18日(土)にオホーツク地区で開催される道東ブ
ロック大会への参加を義務づける。

12. 参 加 申 込 年度当初のエントリーに変更がある場合は、1月7日(土)までに4種委員長に連絡する。

13. メ ン バ ー 表 プログラム用メンバー表は、1月18日(水)までに4種総務部長へメールで送付する。

14. 組 合 わ せ 1月17日(火)の監督会議にて抽選を行う。

15. 開 会 式 行わない。

16. 閉 会 式 2月15日(日)の決勝戦終了後、決勝戦会場で行う。
優勝・準優勝までを表彰する。対象チームの選手・監督は全員参加することを基本とする。

17. そ の 他 ① 本大会の参加料は1チーム10,000円（内4,000円は北海道サッカー協会登録料）とする。
② 参加チームは初日に電子登録証（一覧表、電子媒体等）の確認を行う。
③ 本年度「トラック協会杯U-11釧路地区予選」ベスト４チームをシードとする。
④ 出場チームは帯同審判2名のうち1名は「フットサル3級以上の審判」あるいは「4級強化
 　指定の審判」とする。帯同できない場合は、不帯同審判料を事務局に支払う。
⑤ 全道大会は令和5年6月未定日（2週目か3週目）に札幌市で開催される。道東ブロック大
    会を勝ち抜くと全道大会への参加が義務づけられる為、全道大会に出場する意志のある
　 チームのみが本地区予選に参加できる。
⑥ 本競技会は大会期間を通じて感染対策担当者を設置する。選手・チーム役員・審判員・
    大会運営等関係者・引率保護者・観客など会場にいる全ての者は、感染対策担当者の判断
 　・指示等に従わなければならない。また、試合前に各チームの感染対策担当者とミーティ
　 ングを実施する。
⑦ 本大会の観戦者の入場は、選手1名につき2名まで（原則保護者）とする。子供の入場は認
　 めない。観戦者は入場時に健康チェック表（総括表）の提出と検温を義務付ける。
⑧ 本大会は女子選手の育成と普及を目的とし、フェニックスリーグに限り6年女子の混成チー
　 ムの参加を認めることとする。


